






　このゲームを知って１番驚いたのは、 カードゲーム以外のコンテンツが充実している点だ。先ほどから出ている「楽
曲カード」だが、実は全ての楽曲カードは架空のものではなく、実際に曲を制作されていて、しかも聞けるのだ。そ
のこだわりから、いかに世界観を重視しているかが分かる。交流会の会場でも実際の楽曲が流れており、ライブ対決

の世界観をより楽しく体感することが出来る。

　さらには、各アイドルの設定もしっかり作り込んであり、それぞれがどうしてアイドルになったのか、どうして競

い合っているのかを WEB サイトに掲載している小説で読むことができる。これを読んでから、使うアイドルを決め
るのも面白い遊びなのではないかと感じた。

　まとめると、入り口は１個で 2 人遊べるという手軽かつカジュアルなルールでありながら、コンテンツを掘り下げ
たい人はサブコンテンツを利用し、より深みを楽しめるという多くの層にニーズを満たしている良い作品だと感じた。「アイドルが好き」「某アニメアイドルが好き」「カードゲーム
が好き」「プロデュースが好き」「キャラ系ボドゲが好き」これに当てはまる人は、きっと楽しめる作品であると感じた。


















